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市
消
防
本
部  

緊
急
消
防
援
助
隊 

派
遣

が
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
後
、

燃
料
を
補
給
し
た
現
地
の
ス
タ
ン
ド
で
、

緊
急
車
両
と
し
て
優
先
的
に
入
れ
て
い
た

だ
い
た
と
き
に
、
被
災
者
の
か
た
か
ら
、

「
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
励
ま
し
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
に
支
え
ら
れ
て

自
分
た
ち
が
活
動
で
き
る
こ
と
へ
の
感
謝
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
助
け
合
う
大
切

さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。

「
命
が
あ
れ
ば
復
興
で
き
る
」

　
小
田
原
に
住
む
人
た
ち
に
は
、津
波
の
危

険
が
あ
る
土
地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
再

認
識
し
、津
波
の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
ほ

し
い
。
す
さ
ま
じ
い
津
波
の
力
を
前
に
、人

間
の
力
は
は
か
な
く
、被
害
を
な
く
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

私
た
ち
は
、命
を
守
る
方
法
を
見
い
だ
し
、

命
を
守
る
工
夫
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

命
が
あ
れ
ば
、や
が
て
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
震
災
を
人

ご
と
と
と
ら
え
ず
に
、次
代
へ
も
伝
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、県
西
地
区
の
各
消

防
本
部
と
と
も
に
神
奈
川
県
隊
と
し
て
緊

急
消
防
援
助
隊
派
遣
に
参
加
。第
1
次
派

遣
隊
は
、震
災
当
日
の
夜
に
出
発
し
、翌

12
日
、
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
に
到
着
、

13
〜
14
日
に
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

第
1
次
派
遣
隊（
消
防
隊
長 

永
山
政
広
ほ
か

4
人
、後
方
支
援
隊
長 

渋
谷
精
二
ほ
か
2
人
）

「
想
像
を
絶
す
る
別
世
界
」

　

津
波
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
破
壊
さ
れ

散
乱
し
、周
辺
の
火
災
や
煙
が
ま
だ
収
ま

ら
な
い
。
余
震
が
度
重
な
り
、
何
度
も

津
波
か
ら
の
避
難
を
強
い
ら
れ
る
厳
し
い

現
場
で
の
活
動
で
し
た
。

　
要
救
助
者
10
名
を
救
出
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
皆
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
非
常
に
厳

し
い
活
動
を
、気
力
と
使
命
感
で
乗
り
切

り
ま
し
た
。

　
流
さ
れ
破
壊
さ
れ
た
建
物
、車
、が
れ
き

の
山
々
は
、想
像
を
絶
す
る
別
世
界
。2
日

間
、ま
る
で
悪
い
夢
を
見
て
い
た
よ
う
で
す
。

「
混
乱
の
中
で
も
、人
に
支
え
ら
れ
て
…
」

　

現
地
に
向
か
う
の
も
大
変
な
震
災
直

後
、
緊
急
車
両
の
み
が
通
行
す
る
道
の

危
険
箇
所
に
は
、
す
で
に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

問  

広
報
広
聴
課  

☎
33-

1
2
6
1

防
災
対
策
課  

☎
33-

1
8
5
5

3
月
11
日
、東
日
本
大
震
災
。

多
く
の
尊
い
命
と
、計
り
知
れ
な
い
幸
福
が
奪
い
去
ら
れ
ま
し
た
。

震
災
後
の
混
乱
や
ま
ぬ
3
月
23
日
、
甲
子
園
で
の
球
児
の
誓
い
が
、

悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
の
私
た
ち
の
心
に
響
き
ま
し
た
。

「
…
私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と  

そ
れ
は
こ
の
大
会
を
精
い
っ
ぱ
い 

元
気
を
出
し
て
戦
う
こ
と
で
す  

が
ん
ば
ろ
う 

日
本
…
」

こ
の
苦
境
の
中
、一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と
を
力
の
限
り
努
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
田
原
に
住
む
私
た
ち
も
、そ
の
惨
状
に
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
、

現
実
を
受
け
止
め
、行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、少
し
で
も
力
と
な
る
こ
と
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
災
害
を
決
し
て
忘
れ
ず
に
、備
え
る
こ
と
、
伝
え
る
こ
と
。

多
く
の
人
た
ち
の
死
を
決
し
て
無
駄
に
し
な
い
こ
と
が
、
私
た
ち
の
責
務
で
す
。
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支援物資を届けた職員の声

　
市
で
は
、
震
災
か
ら
2
週
間
後
の
3
月

24
日
、
被
災
地
の
岩
手
県
釜
石
市
と
宮

城
県
多
賀
城
市
に
支
援
物
資
を
届
け
ま

し
た
。

　

釜
石
市
は
ふ
る
さ
と
の
先
人
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
市
町
村

が
加
盟
す
る「
嚶お

う

鳴め
い

協
議
会
」に
お
い
て
、

多
賀
城
市
は
史
跡
を
有
す
る
市
町
村
が

加
盟
す
る「
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協

議
会
」に
お
い
て
、小
田
原
市
と
つ
な
が

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

釜石市に到着した支援物資
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被
災
地
へ
届
け
! 

支
援
物
資
で
エ
ー
ル

避難所のようす多賀城市に到着した支援物資

市
役
所
駐
車
場
に
て
積
み
込
ま
れ

る
支
援
物
資

　
震
災
直
後
か
ら
両
市
の
市
長
、
副
市
長

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
必
要
性
の
高
い
も

の
を
選
定
。
米
、
水
な
ど
の
食
糧
や
マ
ス

ク
、
紙
お
む
つ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

な
ど
の
日
用
品
類
の
提
供
を
、
市
内
の
企

業
や
団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
早
く
搬
送
す
る
た

め
、
5
日
間
ほ
ど
の
呼
び
か
け
で
し
た
が
、

10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
も
の
支
援
物
資

が
集
ま
り
ま
し
た
。

岩手県釜石市  （樋口 肇・山口 一哉）

実感した人間の底力

　24日早朝、現地入りして真っ先に目についたのは自衛
隊車両の多さで、災害対策本部の周辺はまさに駐屯地
のような光景でした。
　釜石駅横の災害対策本部から海岸に向けて少し歩く
と、崩壊した建物や流された車、そして残った建物の
中まで入り込んだ土砂など無残な光景が一面に広がって
いました。
　復興への方向性が見えない中、被災されたかたから
は絶望感や悲壮感が感じられるものの、同時にそれぞ
れの今を懸命に生きようとする姿に人間の底力が感じら
れました。
　市役所庁舎も壊滅し、職員も多くが被災しています。
今後は復興に向けた長期的な人的支援が必要になるで
しょう。私たちもできる限りの協力をしたいと思います。

宮城県多賀城市  （齋藤 武志・鳥居 郁太郎）

張りつめた1本の細い糸

　津波で沿岸部が壊滅的被害を受けた多賀城市。各避
難所では、毛布を何枚も重ね生活していました。先の見
通しがつかず、職員や市民の疲労もピーク。それでも明
るく元気に助け合っています。
　でも私たちには、張りつめた1本の細い糸を必死に 
守り合っているようにも見えました。この糸を切ってはい
けない。私たちにできることがあるはず。そう思いました。
　もはや東北地方だけの問題ではありません。日本が
再び立ち直ることができるかどうか、そういう次元の話
なのではないでしょうか。まずは現地で見てきたことを
伝えながら、自分たちができることをしっかりと行動して
いきたいと思います。

困難を極めた救出活動
仙台市宮城野区

全国各地から届けられた支援物資

3 広報 小田原  2011.5.1



も
の
が
行
き
渡
る
よ
う
、
冷
静
な
消
費
活

動
を
心
が
け
、
必
要
以
上
に
も
の
を
買
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
防
災
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

災
害
時
の
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め

に
、
地
域
に
は
自
主
防
災
組
織
（
自
治

会
単
位
で
結
成
）
が
あ
り
ま
す
。
各
組

織
で
は
「
防
災
知
識
の
再
認
識
」「
危
険

箇
所
の
点
検
」「
防
災
訓
練
の
実
施
」「
防

災
資
機
材
の
準
備
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
天
災（
災
害
）は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
と
い
う
よ
う
に
、「
い
つ
」

「
ど
こ
で
」
災
害
に
あ
っ
て
し
ま
う
の

か
、
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

小
田
原
で
は
、
東
海
地
震
や
神
奈
川

県
西
部
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。「
災
害
は

起
こ
り
う
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
肝
心

で
す
。

大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
に
よ
り
、厳

し
い
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、不
安

な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
か
た
が
、た
く

さ
ん
い
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
の
み
な
ら
ず
、
日
本

全
体
の
経
済
、
人
々
の
生
活
は
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。

被
災
地
の
力
と
な
り
、
経
済
の
混
乱

や
、
電
力
不
足
を
乗
り
切
り
、
皆
が

平
穏
な
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
を
一
人

一
人
が
考
え
ま
し
ょ
う
。

復
興
の
た
め
に
…

自
分
や
大
切
な
人
の
た
め
に

支
援
物
資
の
提
供
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

無
駄
な
買
い
だ
め
を

控
え
る

災
地
の
受
け
入
れ
態
勢
の
状
況
な
ど
を
、

慎
重
に
情
報
収
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

節
電
&
省
エ
ネ

　
「
電
気
を
こ
ま
め

に
消
す
」「
近
く
へ

の
移
動
は
、
車
の

使
用
を
控
え
る
」な
ど
、
一
人
一
人
が
少

し
ず
つ
節
約
す
る
こ
と
が
、
大
き
な
節

約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
被
災
地
を
は
じ
め

多
く
の
人
に
、
必
要
な

募
金
（
義
援
金
）

　
市
で
は
、
被
災
地
へ

の
義
援
金
を
、
市
役
所
、

支
所
・
連
絡
所
な
ど
、

市
内
23
か
所
で
9
月
30
日
ま
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
支
援
物
資
は
、

被
災
地
で
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
も

の
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
送

付
方
法
や
品
目
に
注
意
し
、収
集
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
も
、
被

訓練用煮炊き用具などを貸し出します
共助活動促進事業

問  防災対策課  ☎ 33-1856

大規模な自然災害が発生したときに、近隣
住民同士が助け合う「共助」。そのためには、
ふだんから地域で顔の見える関係をつくらな
ければなりません。市では、共助活動の促進
を目的とした炊き出し訓練事業を行うための
防災資機材を貸し出します。

・貸出対象：自主防災組織や地域の団体
・貸出資機材：煮炊きレンジ用バーナーなど
・費用：原則無料

小
田
原
市
で
は
、
前
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
た
岩
手
県
釜
石
市
、
宮

城
県
多
賀
城
市
の
ほ
か
、
市
が

加
盟
す
る
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
で
つ

な
が
り
の
あ
る
福
島
県
相
馬
市
、

南
相
馬
市
に
対
し
、
息
の
長
い

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
現
地
と
連
絡
を
と
り
な
が

ら
、
そ
の
つ
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4



4 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
防
災
無
線
の
放
送
内
容
や
各
種
災
害

情
報
な
ど
を
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

5 

お
だ
わ
ら
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「
防
災
メ
ー
ル
」

　
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
か
た
に
、災
害

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
か
た
が
た
は
今
、一
歩
で
も
前
進
し
よ
う
と
、

復
興
に
向
け
、懸
命
に
生
き
て
い
ま
す
。
震
災
の
傷
あ
と
は
、あ
ま
り
に
も
深
く
、

こ
れ
か
ら
も
、長
く
険
し
い
復
興
へ
の
道
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
大
き
な
被
害
か
ら
逃
れ
た
私
た
ち
も
、今
で
き
る
こ
と
を
自
ら
考
え
、
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

https://www.city.odawara.
kanagawa.jp/mmz/

情
報
を
随
時
配
信

し
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
か
、
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
て
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
お
う

　

日
頃
か
ら
「
家
族
一
人
一
人
の
役
割

分
担
」「
避
難
場
所
や
避
難
経
路
」「
連
絡

方
法
」「
非
常
持
出
品
」な
ど
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
の
情
報
に
注
意
し
よ
う

　

災
害
時
に
は
、
正
確
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら
情
報
を

得
る
手
段
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1 

防
災
行
政
用
無
線

　
市
内
2
1
4
か
所
に
設
置
し
た
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
、
音
声
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

2 

F
M
お
だ
わ
ら

（
7
8.
7
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

　
災
害
時
に
は
「
災
害
放
送
」
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

は
ラ
ジ
オ
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

3 

小
田
原
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
災
害
時
、
画
面
の
一
部
に
地
域
の
災
害

情
報
が
流
れ
ま
す
。

相馬市にて

　3月11日、東日本大震災が発生。以後、私たちはかつて経験
したことのないすさまじい被害と、被災地の住民の皆さんが 
直面する過酷な現実、そして底知れぬ不安を広げる原子力 
発電所の事故の一部始終を、さまざまなメディアを通じて目の
当たりにしてきました。全ての国民が、「生きる」ということを、
改めて深く重く、またわがこととして考えました。同時に、悲しい
現実の中で懸命に生き抜こうとしている被災者の皆さんをどう
すれば支え励ませるのか、日々案じてきました。そして、本当
の意味で安心して暮らせる社会を、今後どのように創

つく

るのか、
いま各地・各分野で真剣な模索が始まっています。
　大地震の可能性に絶えずさらされている小田原の市長と 
して、市民の皆さんのいのちを守るにはどうしたらよいか、この
間ずっと考え、また地域の現場を改めて検証しています。並行
して、私たちの想像を絶する状況下に置かれ続けている被災地
の皆さんを、息長く支援する手だてとして何が良いのか、小田原
とご縁のある被災地への救援活動を進めるとともに首長さん 
たちと情報交換を重ね、また実際に福島県相馬地方にも足を
運びました。
　現地で見たのは、あらゆる防災上の工夫をいとも簡単に押し
つぶしてしまう、津波の恐ろしさ。片付けに何年かかるのか 
見当もつかない、瓦

が

礫
れき

の荒野。海水につかり瓦礫交じりとなって
復田の見通しが立たない、広大な田園。まだ 1 万人以上の人 
たちが行方の知れない、悲しみと不安の日々。放射能という、
目に見えない、またすぐには現れない恐怖…。
　こうした、絶望するしかない状況の中、一方で私たちは「きっと
復興してみせる。がんばろう !」という強い決意と、その実現
への確信を抱いています。これは、有史以来の経験蓄積に 
より鍛えられてきた日本人の誇るべき性

さが

と言うべきでしょう。
未
み

曾
ぞ

有
う

の困難を乗り越えていく中で、私たちは、これまで発揮
したことのない知恵、思いやり、奉仕、支え合いなどを、新た
な力として発揮・獲得していくでしょうし、その経験と、培わ
れる絆

きずな

は、この国の確かな未来を底支えする糧となるはず 
です。
　小田原は「市民の力で未来を拓

ひら

く希望のまち」を目指します
が、この日本を、「国民一人一人の力で困難を乗り越え、未来
を拓く希望の国」にしようではありませんか。私たちに与えら 
れた大きな試練をしっかりと受け止め、より確かな未来へと 
向かっていきましょう。
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一
般
会
計

　
市
の
運
営
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

行
政
事
務
経
費
を
計
上
し
て
い
る
「
一

般
会
計
予
算
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

歳
入
の
見
込
み
は
?

　
一
般
会
計
予
算
で
最
も
大
き
な
収
入

は
市
税
収
入
で
す
。
こ
の
市
税
収
入
な

ど
の
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

自
主
財
源
の
大
き
さ
は
、
行
政
活
動
の

自
主
性
と
安
定
性
に
関
わ
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
自
主
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
平
成
23
年
度
当
初
予
算
で
は
、
厳
し

い
経
済
情
勢
の
影
響
な
ど
か
ら
、
市
税

収
入
が
前
年
度
に
引
き
続
き
減
収
す
る

な
ど
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
自
主
財
源

の
割
合
は
、前
年
度
と
比
較
し
て
3.
1

パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
依
然
と
し
て
財

政
運
営
は
厳
し
い
状
態
で
す
。

歳
出
の
内
容
は
?

　
自
治
体
の
経
費
の
う
ち
、
義
務
的
経

費
と
は
、
支
出
が
必
ず
必
要
な
経
費
の

こ
と
で
、
人
件
費
、
公
債
費
、
扶
助
費

が
該
当
し
ま
す
。
こ
の
義
務
的
経
費
の

割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
財
政
に
弾
力
性
が

あ
り
、
割
合
が
大
き
く
な
る
と
財
政
の

硬
直
度
が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
の
義
務
的

経
費
は
、
人
件
費
や
公
債
費
は
減
っ
た

も
の
の
、
子
ど
も
手
当
や
生
活
保
護
費

等
の
扶
助
費
が
大
幅
増
に
な
り
、
前
年

度
比
3.
3
2
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
基
盤
整
備
等

に
係
る
投
資
的
経
費
は
、
前
年
度
比

0.
7
9
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一般会計
歳入の内訳自主財源

計373億 9,000万円
（64.25%）

その他の自主財源
13億 5,900万円

（ 2.34%）

繰越金
8億円（ 1.37%）

使用料及び手数料
17億4,400万円

（ 3.00%）

諸収入
15億4,600万円

（ 2.66%）

市税
319 億4,100万円

（54.88%）

依存財源
計208 億 1,000万円

（35.75%）

地方消費税交付金   
19 億円（ 3.26%）

地方交付税   
8億 5,000万円（ 1.46%）

国庫支出金   
103億円（17.70%）

県支出金   
35億 900万円（ 6.03%）

市債   
30 億 5,600万円（ 5.25%）

その他の依存財源   
11億 9,500万円（ 2.05%）

一般会計
歳出（性質別）の内訳

投資的経費
計38 億 900万円

（6.54%）

市単独事業
27億4,900万円（4.72%）

補助事業
10 億 6,000万円（1.82%）

その他の経費
計215億 7,900万円

（37.08%）

補助費等
36 億円（6.19%）

繰出金ほか   
83億 3,300万円（14.32%）

物件費   
96 億4,600万円（16.57%）

義務的経費
計328 億 1,200万円

（56.38%）

人件費
111億 3,700万円

（19.14%）

扶助費
150 億 3,400万円

（25.83%）

公債費
66 億4,100万円

（11.41%）

総額1,367億1,727 万円

総額
582 億円

総額
582 億円

企業会計：地方公共団体が経営する企業として、
独立採算制を基本に、その事業に伴う収入を 
もって運営される会計で、市には、水道と病院の
2つの事業の企業会計があります。

特別会計：特定の事業から生じる収入をもって、
その事業を行うため、一般会計とは別に経理 
する会計です。競輪事業特別会計、下水道事業
特別会計、国民健康保険事業特別会計など、 
全部で10 の特別会計があります。

一般会計：福祉や教育、まちづくりなどの、市の
基本的な行政事務を中心とした会計で、市税 
収入などを主な財源としています。 一般会計

582 億円

特別会計（10 会計） 
611億 6,500万円

企業会計（ 2 会計）
173億 5,227 万円

　
市
議
会
3
月
議
会
で
平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
5
次
総
合
計
画

「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」を
着
実
に
推
進
し
、総
合
計
画
の

将
来
都
市
像
で
あ
る「
市
民
の
力
で
未
来
を
拓ひ

ら

く
希
望
の
ま

ち
」の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
の
執
行
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
な
ど
、
社
会

経
済
情
報
を
十
分
に
注
視
し
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問  

財
政
課  

☎
33-

1
3
1
2

6



1	

い
の
ち
を
大
切
に
す
る
小
田
原

●	

生
活
応
援
隊
推
進
事
業
費

●	

緊
急
要
請
カ
ー
ド
配
付
事
業

●	

障
が
い
者
雇
用
促
進
事
業

●	

（
仮
称
）駅
近
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業

●	

学
校
司
書
派
遣
事
業

2	

希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原

●	

ふ
る
さ
と
食
の
祭
典
開
催
事
業
費

補
助
金

●	

小
田
原
地
下
街
再
生
事
業

●	

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

●	

本
丸
・
二
の
丸
整
備
事
業

●	

（
仮
称
）
お
だ
わ
ら
生
涯
学
習
大
学

事
業

3	

豊
か
な
生
活
基
盤
の
あ
る
小
田
原

●	

身
近
な
公
園
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業

●	

街
な
み
環
境
整
備
事
業

●	

お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業

●	

幹
線
道
路
整
備
事
業

●	

上
下
水
道
管
路
等
整
備
事
業

4	

市
民
が
主
役
の
小
田
原

●	

地
域
活
動
担
い
手
育
成
支
援
事
業

●	

提
案
型
協
働
事
業

市債残高の縮減
　市では、市債について、新規の借入額が償還元金を超えない 
範囲内にとどめることを基本に、市債残額をできるだけ削減する
ことに努めています。一般会計については、平成23年度末の市債
残高は、前年度と比べ約26億円減の467億円となる見込みです。
　また、一般会計に特別・企業会計を含めた全会計の平成
23 年度末における市債残高は、前年度同期と比べ約41億円
減の約1,118 億円、ピーク時の平成14 年度末からは約303
億円の減少を見込んでいます。

特別会計・企業会計  平成 23年度各会計別予算額

特
別
会
計

 

企
業
会
計

会計名

競輪事業特別会計

下水道事業特別会計

国民健康保険診療施設事業
特別会計

後期高齢者医療事業
特別会計

介護保険事業特別会計

計

天守閣事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

公設地方卸売市場事業
特別会計

公共用地先行取得事業
特別会計

宿泊等施設事業特別会計

水道事業会計

病院事業会計

計

14,920,000

10,750,000

33,000

3,273,000

10,020,000

61,165,000

180,000

20,920,000

157,000

406,000

506,000

4,983,525

12,368,745

17,352,270

△ 12.60

25.29

-

4.80

3.45

1.27

9.09

0.31

18.94

71.31

-

2.31

9.60

7.40

伸 率（%）

市債残高（全会計）

総
合
計
画
の

「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と

政
策
の
方
向
」
に

対
応
す
る
主
な
事
業

年度
	 H14	 H15	 H16	 H17	 H18	 H19	 H20	 H21	 H22	 H23

1,500

1,300

1,100

900

700

500

億円

1,421 1,390 1,368 1,352 1,314 1,271 1,226 1,208
1,159 1,118

市民一人当たりの予算額は…

	民生費	 福祉や子育て環境の充実のために	 11万4,274円

	総務費	 防災対策、住民登録や市庁舎の維持管理	 3万4,349円
		 などのために	

	公債費	 借入金の返済のために	 3万3,682円

	衛生費	 健康や医療対策、ごみ処理などのために	 3万1,968円

	土木費	 道路や公園の整備、まちづくりのために	 3万1,070 円

	教育費	 学校教育・社会教育施設の整備、	 2 万5,133円
		 文化財の保護のために

	消防費	 市民を火災や水害などから守るために	 1万0,567円

	商工費	 商工業・観光の振興のために	 6,108円

	農林水産業費      農業・林業・水産業の振興のために	 4,387円

	議会費、労働費、諸支出金      議会の運営などのために	 3,663円

市民一人に使われる合計額	 29万5,201円

市民一人当たりの市税納付額	 16万2,010 円
（市税：319 億4,100万円）

どのように使われる?
　「自分の税金はどう使われているのか」納税者として最も気
になるところです。限られた財源ですから、大切に、かつ効果
的に使わなければ…というのは言うまでもないことです。
　次に表したのは、一般会計当初予算の歳出額を平成 23 年 
1月1日の人口197,154人で割った額です。

　
平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第

5
次
総
合
計
画
で
は
、
将
来
都
市
像
で

あ
る
「
市
民
の
力
で
未
来
を
拓ひ

ら

く
希
望

の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
い

の
ち
を
大
切
に
す
る
小
田
原
」「
希
望

と
活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原
」「
豊
か
な

生
活
基
盤
の
あ
る
小
田
原
」「
市
民
が

主
役
の
小
田
原
」の
4
つ
目
標
を
定
め

て
い
ま
す
。
そ
の
目
標
別
に
主
な
取
り

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成23年度当初
予算額（単位：千円）
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問  

文
化
財
課  

☎
33–

1 

7 

1 

8

江戸時代の絵図　「宮内庁図（元禄１５年頃作成）」に表現された馬屋曲輪

天守閣

御用米曲輪

本丸

二の丸

馬出門

住吉松

馬屋

井戸

住吉橋

二
重
櫓

塀

大
腰
掛

銅
門

銅門 馬屋曲輪

馬
屋
曲
輪
全
体
の

修
景
整
備
完
了

　

市
で
は
史
跡
小
田
原
城
跡
の
本

丸
・
二
の
丸
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
近
世
小
田
原
城
の
正
面
口
で
あ

る
大
手
門
を
経
て
三
の
丸
、馬
出
門・

銅
門
を
経
て
二
の
丸
、
常と

き
わ
ぎ

盤
木
門
を

経
て
本
丸
へ
と
至
る
大
手
筋
の
う

ち
、
馬
出
門
か
ら
銅
門
に
至
る
馬

屋
曲
輪
の
修
景
整
備
を
、
平
成
12

年
度
か
ら
行
い
、
こ
の
3
月
に
整

備
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
江
戸
時
代
の
小
田
原
城
を
よ
り

具
体
的
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

絵
図
に
見
る
馬
屋
曲
輪

　
江
戸
時
代
の
絵
図
か
ら
、
馬
屋
曲

輪
が
、
小
田
原
城
の
大
手
口（
正
面
）

と
し
て
、
厳
粛
か
つ
厳
重
な
空
間
を

構
成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
、曲
輪
内
に
は
砂
利
が
敷

か
れ
、「
馬
屋
※
」と「
大お

お

腰こ
し

掛か
け
※
」と
い

う
二
棟
の
建
物
を
中
心
に
番
所
や
井

戸
な
ど
が
あ
り
、住
吉
橋
の
東
に
は

常盤木門

8



「
住
吉
松
」と
呼
ば
れ
る
小
田
原
城
の

名
物
松
、曲
輪
南
東
隅
に
は
、寛
永
20

（
1
6
4
3
）年
に
幕
府
か
ら
許
可
さ

れ
た
二に

重じ
ゅ
う

櫓や
ぐ
ら
※
が
あ
り
ま
し
た
。

発
掘
調
査
で

分
か
っ
た
こ
と

　
実
際
に
発
掘
調
査
で
も
、「
馬
屋
」

と「
大
腰
掛
」の
建
物
跡
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
切き

り

石い
し

敷じ
き

の
井
戸
や
二
重
櫓
櫓
台
石
垣
、
土
塁

を
支
え
る
内う

ち

法の
り

石
垣
、「
馬
屋
」と 

「
大
腰
掛
」を
つ
な
ぐ「
塀
」の
跡
な
ど

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
絵
図
か
ら 

曲
輪
内
に
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
砂
利
も
、
塀
を
境
に
表
と
裏
で

石
の
大
き
さ
や
密
度
が
異
な
っ
て 

い
た
こ
と
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
成
果
を

生
か
し
て
整
備

　
今
回
の
整
備
で
は
、
絵
図
に
描
か

れ
た
馬
屋
曲
輪
の
姿
や
発
掘
調
査
の

成
果
を
踏
ま
え
、
土
塁
と
土
塁
内
側

の
石
垣（
内
法
石
垣
）を
復
元
す
る
と

と
も
に
、
当
時
の
曲
輪
の
状
況
に
合

わ
せ
て
曲
輪
内
に
は
砂
利
を
敷
き
ま

し
た
。
石
列
で
塀
を
表
示
し
、
空
間

が
区
切
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。

　
馬
屋
跡
・
大
腰
掛
跡
に
つ
い
て
は
、

発
掘
調
査
の
成
果
を
も
と
に
位
置
が
分

か
る
よ
う
に
舗
装
し
、示
し
て
い
ま
す
。

　
切
石
敷
井
戸
に
つ
い
て
は
、貴
重

な「
小
田
原
石（「
水
道
石
」「
風
祭
石
」

と
も
）」を
用
い
た
特
徴
的
な
井
戸
で

　
今
年
度
か
ら
は
、
本
丸
の
北
側
に
あ
た
る
御
用

米
曲
輪
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

御
用
米
曲
輪
は
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府
の
米

な
ど
を
保
管
し
て
い
た
蔵
が
あ
っ
た
場
所
で
、

こ
れ
ま
で
整
備
を
行
っ
て
き
た
馬
屋
曲
輪
な
ど

石
垣
で
造
ら
れ
て
い
る
近
世
的
な
部
分
と
は
異

な
り
、
土
で
造
ら
れ
て
い
る
中
世
的
な
要
素
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
回
の
整
備
の
手
法
と
し
て
は
、

曲
輪
の
ラ
イ
ン
を
明
確
に
す
る
と
い
う
原
則
と

と
も
に
、
で
き
る
限
り
現
在
の
樹
木
な
ど
は
残

し
、
史
跡
と
緑
の
共
生
を
目
指
し
た
修
景
的
な

環
境
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
整
備
内
容
の
策
定
作
業
と
し
て
、

樹
木
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
植
栽
専
門
部
会 

で
議
論
し
、
ま
た
素
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
実
施
設
計
の
策
定
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

御
用
米
曲
輪
の
整
備
は
、
今
年
度
か
ら
3
年

間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
旧
野
球
場
の
観
覧

席
な
ど
構
造
物
を
撤
去
し
て
土
塁
を
整
備
し
て

馬屋の建物跡切石敷井戸跡

馬屋跡を伝える平面表示切石敷井戸跡を伝える平面表示

御
用
米
曲
輪
の
整
備
が
始
ま
り
ま
す

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
、

復
元
す
る
に
あ
た
り
、
福
島
県
よ
り

こ
れ
に
似
て
い
る
石（
溶よ

う

結け
つ

凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

）

を
取
り
寄
せ
、
表
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
幕
末
維
新
の
頃
に
は
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る 

老
松
を
、
丸
太
と
竹
を
使
っ
た
四
つ

目
垣
で
囲
み
保
護
し
て
い
ま
す
。

　
馬
屋
曲
輪
は
、
こ
の
修
景
整
備
で
、

江
戸
時
代
の
姿
が
、
想
像
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
足
を

運
び
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

本
来
の
曲
輪
の
ラ
イ
ン
を
明
確
に
し
、
蔵
跡 

を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
平
地
部
分
に
は
芝 

生
を
植
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
が
く
つ

ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
を
造
る
こ
と
を
考
え
て
い 

ま
す
。

　

し
か
し
、
樹
木
の
取
り
扱
い
や
整
備
手
法
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
発
掘
調
査
な
ど
を
行
い
な

が
ら
決
定
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
植
栽
専
門

部
会
な
ど
で
議
論
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
進
捗
状
況
に
応
じ
て
見
学
会
な
ど
を

開
催
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

※
馬
屋
…
馬
小
屋
。
こ
こ
の
馬
屋
は
徳
川

将
軍
家
用
。

※
腰
掛
…
従
者
の
詰
所
。
番
所
。

※
櫓
…
…
城
門
や
土
塁
の
上
に
造
っ
た
建
物
。

見
張
り
や
倉
庫
な
ど
に
使
用
。
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トップページ「注目情報」の「生涯学習／文化」をクリック →「市民ホール」

ホールで発揮される市民の力（逗子文化プラザホールでの市民音楽劇）

まちにあふれる文化活動（座・高円寺）

小田原の新たな芸術文化創造拠点として整備を進めている市民ホー
ル。その基本的な整備の方針を定めた基本構想を、3月に策定しま
した。今年度は、より具体的な「基本計画」や、文化のまちづくりを
推進するための「文化振興ビジョン」を、市民の皆さんと一緒に作っ
ていきます。 問  文化政策課  ☎ 33 -1709

ル
程
度
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
。
オ
ー
プ
ン
ロ
ビ
ー

や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
交
流
系
機
能
。

練
習
室
や
リ
ハ
ー
サ
ル
室
、
創
造
ス
タ
ッ
フ
室
、

託
児
室
な
ど
の
創
造
・
支
援
系
機
能
の
整
備
も

基
本
構
想
で
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す

文
化
事
業
の
整
備
（
ソ
フ
ト
）

　
市
民
ホ
ー
ル
整
備
に
は
大
き
な
投
資
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
投
資
を
生
か
し
き
る
文
化
活
動

の
事
業
内
容
を
明
確
に
し
て
い
く
方
針
も
基
本
構

想
で
定
め
ま
し
た
。長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
文
化

政
策
と
し
て
、「
そ
だ
て
る<

育
成
普
及>

」「
感 

動
す
る<

鑑
賞
事
業>

」「
つ
く
り
あ
げ
る<

創
造

参
加>

」「
つ
ど
い
交
流
す
る<

施
設
運
営>

」 

を
使
命
と
し
、「
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
」の

役
割
を
持
っ
た
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

          市民ホール整備レクチャー研修会

基本計画や文化振興ビジョン策定のため、
先進都市で文化活動・まちづくりなどに実
際に携わっている専門家や施設の館長など
のお話を聞きながら、将来の小田原の文化
活動やまちの姿などを考えてみませんか?

第1 回  
日時：6月18日（土）13：00 ～16：00
場所：保健センター大研修室（3階）

第2 回  
日時：6月26日（日）13：00 ～16：00
場所：市役所大会議室（7階）
事前申し込みは不要。詳しくは文化政策課まで。

市
民
ホ
ー
ル
基
本
構
想
が

目
指
し
て
い
る
も
の

　
小
田
原
に
は
、
歴
史
や
文
化
、
芸
術
活
動
な
ど

多
く
の
文
化
的
な
資
産
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
芸
術
文
化
を
楽
し
み
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
く
多
く
の
潜
在
的
な

力
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
会
館
の
老
朽

化
が
、
こ
う
し
た
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

を
制
約
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
ホ
ー
ル
整
備
は
、
小
田
原
の
文
化
に

と
っ
て
大
き
な
転
換
点
で
す
。
確
か
な
運
営
体
制

や
市
民
参
加
の
仕
組
み
を
作
り
、
文
化
振
興
へ

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
文
化

活
動
を
豊
か
に
し
、
創
造
力
や
人
々
の
熱
意
が

ま
ち
に
あ
ふ
れ
、
未
来
に
開
か
れ
た
文
化
都
市

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

使
い
や
す
く
親
し
ま
れ
る

施
設
の
整
備
（
ハ
ー
ド
）

　

市
民
の
多
様
な
文
化
活
動
や
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
演
出
要
求
に
も
こ
た
え
ら
れ
る

1,
0
0
0
席
～
1,
2
0
0
席
規
模
の
多
目
的

ホ
ー
ル
。2
0
0
席
～
3
0
0
席
規
模
の
多
目
的

小
ホ
ー
ル
。
多
様
に
使
え
る
4
0
0
平
方
メ
ー
ト

一緒に考えてみませんか?
 平成23年度の取り組み

　市民ホールは、これから長年にわたり市民が
使い続ける施設となることから、多様な視点・価
値観での検討が必要となります。そこで、ワーキ
ング形式で市民検討委員会を開催し、提案され
た意見を、専門家で構成された委員会でとりま
とめ、「基本計画」を策定します。
　また、小田原市の文化力の向上を目指し、市が
取り組むべき文化振興の指針を定めるため、市民
参加による策定検討委員会を設置し「文化振興
ビジョン」を策定します。

参加
募集
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固
定
資
産
税
は
、市
内
に
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い

る
か
た
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

市
税
収
入
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
公
共
事

業
な
ど
の
財
源
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
「
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納

税
通
知
書
」を
5
月
に
発
送
し
ま
す
。

課
税
対
象
者
は

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
現
在
、
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
て

い
る
所
有
者
や
未
登
記
の
家
屋
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の

途
中
で
土
地
や
家
屋
を
売
却
し
て

も
、
そ
の
年
度
の
税
金
は
、
す
べ

て
1
月
1
日
現
在
の
所
有
者（
売

主
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。

i
固
定
資
産
税
等
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

との間で契約書などによって取り決
めることが多いようです。

　　口座振替で固定資産税を納めて
いましたが、今年度は口座振替ではな
く、金融機関などの窓口で納付書に
より納めるよう納税通知書が送られ
てきました。なぜ、口座振替で納める
ことができなくなったのでしょうか?
　　小田原市の固定資産税の口座振
替は、固定資産の所有者が変更され
ますと、口座を引き継ぐことができ
ません。たとえば、共有名義の構成
員が変わった場合や、持分を変更さ
れた場合なども口座を引き継ぐこと
ができませんので、第1期分につい
ては、金融機関などの窓口で納めて
いただき、改めて口座振替の手続き
をお願いします。

　　共有者用納税通知書が送られてき
ましたが、税金を納めるのでしょうか?
　　この通知書は、土地や家屋を共
有されている場合、代表者以外のか
たにお送りしているもので、固定資
産税の税額や期別納付額などをお知
らせするためのものです。税金を納
めていただく際に必要な納付書は共

A

A A

A

A
A

Q

Q

Q

Q

Q

Q

資
産
税
課   

☎
33- 
1
3
6
1

問

縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自
己
の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
を
、

他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
縦
覧

を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間

：
5
月
31
日（
火
）ま
で

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

場
所

：

資
産
税
課（
市
役
所
2
階
11
番
窓
口
）

よくある質問

納
付
方
法
は

　

各
納
期
限
ま
で
に
、
市
役
所
、

指
定
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ 

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で
納
付 

書
を
持
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
か
、

口
座
振
替
に
よ
り
納
め
て
く
だ 

さ
い
。

※ 
納
付
書
は
4
期
分
を
と
じ
ず
に

同
封
し
ま
す
の
で
、
期
別（
納
期
）

を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

バ
ー
コ
ー
ド
が
な
い
納
付
書
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
納

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※ 

口
座
振
替
用
と
共
有
者
用
の
納

税
通
知
書
に
は
、
納
付
書
は
同
封

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　　平成 19 年に木造住宅を新築し
ましたが、平成 23 年度分の家屋の
固定資産税が急に高くなっていま
す。なぜですか?
　　新築の木造住宅は、原則として
初年度から3年間に限り、床面積の
120㎡（約36坪）までの固定資産税
が2分の1に減額されます。平成19
年に新築した木造住宅の場合、翌年
度の平成20年度から課税されます
ので、平成22年度までの3 年間は
税額が2分の1に減額されていまし
た。平成23年度からは減額適用期
間が終了したことにより、本来の税
額に戻ったためです。なお、3階建
て以上の中高層耐火住宅等は、原則
として5年間減額されます。

　　今年2月に土地と家屋を売却し
ましたが、固定資産税の納税通知書
が送られてきました。なぜですか?
　　土地と家屋の固定資産税は、毎
年1月1日時点の所有者に課税され
ますので、年の途中で土地や家屋を
売却しても、その年度の税金は1月1
日現在の所有者（売主）に全額課税
されます。なお、このような場合、固
定資産税の支払方法は、売主と買主

有名義の代表者へお送りしています。
なお、この通知書に記載されている
金額は、共有者の持分によって分割
したものではありませんのでご注意
ください。

　　昨年、住宅を取り壊して更地に
したのですが、急に土地の固定資
産税が上がりました。なぜですか?
　　住宅が建っている土地は、特例に
より税額が軽減されています。住宅を
取り壊して更地や駐車場にすると、こ
の特例が適用されなくなるためです。

　　地価が下がっているのに土地の
固定資産税が下がらないのはなぜ
ですか?
　　土地の評価額は平成6年度の評
価替えから、全国的に地価公示の7
割をめどに算定することとされ、大幅
に引き上げられましたが、税負担の急
激な増加を避けるため、段階的に引
き上げる負担調整措置を行いました。
現在では、税負担が高い土地は税額
を引き下げたり据え置いたりする一方、
税負担が低い土地は税額を引き上げ
ています。そのため、税額が地価の動
向と一致しないこともあります。
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i

i

小
田
原
市
職
員
募
集   

人
物
重
視
の
採
用
を
行
い
ま
す

子
ど
も
手
当

制
度
の
暫
定

継
続
に
つ
い
て

募集職種および受験資格

職
員
課     

☎
33- 
1
2
4
1

問

子
育
て
政
策
課 

☎ 

33- 
1
4
5
3

問

トップページ上のバー「市政情報 」
 をクリック→ 職員情報「採用情報 」

　
平
成
24
年
4
月
に
採
用
す
る
職

員
の
採
用
試
験
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

第
1
次
試
験
で
実
施
し
て
い
た
、

筆
記
試
験
を
廃
止
し
、
よ
り「
人
物

重
視
」の
採
用
を
推
し
進
め
ま
す
。

　
す
で
に
採
用
試
験
受
験
の
準
備

を
進
め
て
い
る
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、

民
間
企
業
を
中
心
に
就
職
活
動
を

し
て
い
る
か
た
や
、
転
職
を
考
え

て
い
る
か
た
か
ら
の
申
し
込
み
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
頃
に
実
施
予
定
の
第
1
次

試
験
で
は
個
別
面
接
を
行
い
ま
す
。

第
1
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て 

第
2
次
試
験（
筆
記
試
験
な
ど
）を 

行
い
、
第
2
次
試
験
合
格
者
に
対

し
て
第
3
次
試
験
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法 	

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
電

子
申
請
後
、
指
定
の
申
込
書
類
を
、

5
月
25
日（
水
）午
後
5
時
ま
で

に
持
参
、
あ
る
い
は
、
5
月
24
日

（
火
）の
消
印
に
間
に
合
う
よ
う
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
内
容
の
「
職
員
採
用
案
内
」

を
、
職
員
課
、
総
合
案
内
、
消
防

本
部
、マ
ロ
ニ
エ
、い
ず
み
、支
所・

連
絡
所
、
窓
口
コ
ー
ナ
ー
で
も
配

布
し
ま
す
。

　
子
ど
も
手
当
制
度
は
、
9
月
末

ま
で
、
暫
定
的
に
継
続
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
と
同

様
に
、
子
ど
も
1
名
に
つ
き
月
額

1
3,
0
0
0
円
、
15
歳
到
達
後

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
お
子
さ
ん
が
対
象
で
、
所
得
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
当
の
支
給

は
、
5
月
分
ま
で
を
6
月
に
、
9
月

分
ま
で
を
10
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
10
月
以
降
の
子
ど
も
手

当
制
度
は
未
定
の
た
め
（
4
月

15
日
現
在
）、
毎
年
5
月
末
に
ご

案
内
を
お
送
り
し
て
い
る
6
月

の
現
況
届
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　
10
月
以
降
に
つ
い
て
は
制
度
が

確
定
次
第
、
随
時
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

昭和46 年 4月2日以降に生まれ、
管理栄養士の資格を有するかた

栄養士 若干名

職種 採用予定人員受験資格

保育士・
幼稚園教諭 A

若干名
昭和60 年 4月2日以降に生まれ、
保育士・幼稚園教諭両方の資格を有する（見込み）かた

土木技術
建築技術
電気技術
機械技術

若干名
昭和51年 4月2日以降に生まれ、
専門の科目を履修したかた

一般事務A 15名程度昭和60 年 4月2日以降に生まれたかた

保育士・
幼稚園教諭B

若干名

【育児休業代替任期付職員※】
昭和29年 4月2日以降に生まれ、
保育士・幼稚園教諭両方の資格を有し、
保育士又は幼稚園教諭の職務経験が 3年以上あるかた

一般事務B 若干名
【育児休業代替任期付職員※】
昭和29年 4月2日以降に生まれ、
民間企業における職務経験が 5年以上あるかた

昭和46 年 4月2日以降に生まれ、
保健師の資格を有する（見込み）かた

保健師 若干名

その他の職種については、お問い合わせください。
中学校及び高等学校在学中（卒業見込みを含む）のかたは受験できません。

※ 育児休業を取得する職員の代替として、
おおむね 2年程度の任期が定められた職員です。
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「
安
全
は 
心
と
時
間
の 

ゆ
と
り

か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
5
月
11
日

（
水
）か
ら
20
日（
金
）ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

自
転
車
運
転
中
の

携
帯
電
話
、ヘ
ッ
ド
ホ
ン

な
ど
の
使
用
禁
止

　
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
が
一

部
改
正
さ
れ
、自
転
車
に
乗
り
な
が

ら
の
携
帯
電
話
、ヘ
ッ
ド
ホ
ン
や
イ

ヤ
ホ
ン
な
ど
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
、

違
反
す
る
と
、5
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、傘
を
差

し
な
が
ら
の
運
転
や
、2
人
乗
り
、

飲
酒
運
転
、無
灯
火
運
転
な
ど
は

す
で
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

守
ろ
う
!

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

　

5
月
は「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
強
化
月
間
」で
す
。

　
自
転
車
は
道
路
交
通
法
で
、
車

の
一
種（
軽
車
両
）と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
、
自
治
基
本
条

例
。
平
成
21
年
5
月
の
キ
ッ
ク
オ

フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
皮
切
り
に
、
約

2
年
を
か
け
て
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク

エ
ア（
公
開
検
討
会
）や
検
討
委

員
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

i

ii

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す
!

完
全
義
務
化
ま
で
あ
と
1
か
月
!

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

自
治
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

（
設
置
期
限 

平
成
23
年
5
月
31
日
）

地
域
安
全
課   

☎
33- 
1
3
9
6

問

予
防
課     

☎
49- 
4
4
2
5

問

地
域
政
策
課     

☎
33- 
1
4
5
7

問

か
た
の
意
見
や
思
い
を
集
約
さ
せ

て
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
3
月
定
例
会
の
審
議
で

は
、
施
行
前
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
周
知
期
間
を
十
分
に
設
け
る
べ

き
と
の
こ
と
か
ら
、
施
行
日
を
平

成
23
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
24
年

1
月
1
日
と
す
る
修
正
案
が
提
出

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
一
人
一
人
に
と
っ
て
、
自

治
基
本
条
例
が
身
近
な
も
の
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
の
広
報
小

田
原
で
も
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

国
の
技
術
基
準
に
適
合
し
た

「
N
S
マ
ー
ク
」
が
つ
い
て
い
る

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

義
務
化
が
ス
タ
ー
ト
し
て
5
年
。

市
内
で
も
警
報
機
の
作
動
に
よ
っ

て
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
た
ケ
ー
ス
が
7
件
あ
り
ま

し
た
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
の
原
因

の
多
く
が
「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。

火
災
の
発
生
に
す
ぐ
に
気
づ
く
こ

と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
で
き
る

よ
う
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
必

ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

煙
を
感
知
し
て
音
や
光
で
火
災
を

知
ら
せ
る
煙
式
の
警
報
器
を
、
寝

室
の
天
井
や
壁
な
ど
に
設
置
す
る

こ
と
で
す
。
寝
室
が
2
階
な
ど
の

場
合
は
、
階
段
に
も
設
置
が
必
要

で
す
。

　
消
防
用
設
備
取
扱
店
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
販
売
店
な
ど

で
購
入
で
き
ま
す
。購
入
の
際
は
、

自
転
車
安
全
利
用
5
則

1 

車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

2 

車
道
は
左
側
を
通
行

3 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行

4 

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

5 

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

T
S
マ
ー
ク
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　
自
転
車
安
全
整
備
店
の
看
板
が

あ
る
自
転
車
販
売
店
で
、自
転
車

安
全
整
備
士
が
法
令
に
定
め
る
安

全
な
自
転
車
で
あ
る
こ
と
を
点

検
・
確
認（
有
料
）し
た
と
き
に
、

自
転
車
に
つ
け
る
マ
ー
ク
で
す
。

　
法
律
上
、
車
検
制
度
の
な
い
自
転

車
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
、

「
T
S
マ
ー
ク
」制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
T
S
マ
ー
ク
に
は
、傷
害
保
険
と

賠
償
責
任
保
険
が
つ
き
ま
す（
1
年

間
有
効
）。
詳
し
く
は
、お
近
く
の

自
転
車
販
売
店
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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国
際
医
療
福
祉
大
学
小
田
原
保
健
医
療
学

部
の
卒
業
生
が
、3
月
19
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
「
謝
恩
会
」
を
中
止
し
、こ
れ
ま
で
に
積

み
立
て
た
開
催
費
用（
約
1
0
0
万
円
）を
東

日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
贈
り
ま
し
た
。

　
謝
恩
会
実
行
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
る
岡
道

さ
ん
は
、被
災
者
の
こ
と
を
思
い
、「
医
療
人
と
し

て
」ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
、
仲
間
に
相
談
。

謝
恩
会
の
中
止
を
決
め
ま
し
た
。募
金
の
意
思
確

認
を
し
て
い
く
中
で
、親
戚
が
被
災
し
た
仲
間
が

い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。「
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

被
災
地
で
奮
闘
す
る
姿
を
見
て
、理
学
療
法
士
と

し
て
4
月
か
ら
働
く
自
分
が
、ま
ず
一
人
前
に
な

謝
恩
会
用
積
立
金
を

被
災
者
へ

国
際
医
療
福
祉
大
学
小
田
原
保
健
医
療
学
部  

23
年
3
月
卒
業
生

気仙沼市でもちをふるまう金井会長（右）と青年部メンバー

商
工
業
者
の
つ
な
が
り
で

物
資
と
思
い
を
届
け
る

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
青
年
部

中央：謝恩会実行委員会 委員長 岡道 綾
あや

（理学療法学科）  
左：委員 森 久晃（作業療法学科） 右 : 委員 鈴木達也（看護学科）

り
、日
本
の
医
療
の
力
に
な
り
た
い
」と
言
い
ま
す
。

　
作
業
療
法
士
と
な
っ
た
森
さ
ん
は
、
震
災
前

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
さ
れ
て
い
た
か
た
な
ど
の
こ

と
を
心
配
し
、「
で
き
る
だ
け
早
く
環
境
が
整

う
と
よ
い
が
、ど
う
い
う
状
況
で
も
、少
し
で
も
、

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
、
精
神
的
な

フ
ォ
ロ
ー
も
大
切
。
お
か
れ
た
環
境
の
中
で
最

善
を
見
つ
け
る
の
は
、
医
療
に
携
わ
る
上
で
大

切
な
心
構
え
だ
」と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
と
な
っ
た
鈴
木
さ
ん
は
、「
被
災
地

の
入
院
患
者
や
、在
宅
療
養
中
の
か
た
が
困
っ

て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
に
、そ
う
い
っ
た

か
た
を
守
る
た
め
に
、
電
源
が
確

保
で
き
る
環
境
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
、

ご
近
所
の
助
け
合
い
な
ど
の
ソ
フ

ト
の
面
の
両
方
が
必
要
だ
と
い
う
、

教
科
書
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
目

の
当
た
り
に
し
た
」そ
う
で
す
。

　
被
災
者
の
か
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
は
じ
め
、あ
ら
ゆ
る
人
と
手
を

携
え
、苦
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
姿
は
、医
療
の
現
場
で
、患
者
を

チ
ー
ム
で
支
え
、患
者
と
ス
タ
ッ
フ

が
共
に
病
気
を
克
服
す
る
、3
人
が

目
指
し
て
い
く
姿
と
重
な
り
ま
す
。

　
医
療
に
携
わ
る
一
人
と
し
て
自

分
に
何
が
で
き
る
の
か
。
社
会
へ

の
一
歩
を
踏
み
出
す
、
そ
の
直
前

に
起
こ
っ
た
未み

曾ぞ

有う

の
大
震
災
は
、

3
人
の
胸
に
誓
い
と
責
任
を
刻
み
、

そ
の
力
が
日
本
の
医
療
を
強
く
支

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
日
後
、小
田
原
箱
根

商
工
会
議
所
青
年
部（
以
下
、青
年
部
）で
は
、

被
災
地
の
求
め
に
こ
た
え
る
た
め
、現
地
の
青

年
部
や
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
と

連
携
し
、3
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
支
援
物
資

を
受
け
付
け
、翌
20
日
早
朝
に
は

福
島
県
会
津
若
松
市
の
救
援
物
資

集
積
所
へ
届
け
ま
し
た
。

　
物
資
提
供
の
呼
び
か
け
や
、
搬

送
の
手
配
を
行
っ
た
青
年
部
の
金

井
俊
典
会
長
は「
青
年
部
に
は
物

流
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
が
い
た
た

め
、
迅
速
に
搬
送
が
で
き
た
。
今

後
も
現
地
の
情
報
を
収
集
し
、
商

工
会
議
所
や
市
な
ど
と
何
が
で
き

る
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」と

語
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
は
、小
田
原
箱
根
商
工

会
議
所（
鈴
木
吉
兵
衛
会
頭
）の

一
組
織
と
し
て
、
地
域
の
商
工
業

の
発
展
と
活
性
化
、
そ
し
て
青
年

経
済
人
と
し
て
の
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

を
目

的
に
昭
和
58
年
4
月
に
結
成
。
小

田
原
に
在
住
、
在
勤
で
、
年
齢
が

50
歳
ま
で
の
か
た
が
会
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

4
月
に
行
わ
れ
た
2
回
目
の
救
援
物
資
の

搬
送
に
は
、
金
井
会
長
自
ら
宮
城
県
気
仙
沼

市
に
赴
き
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。「
現
地
で

は
道
路
に
大
型
船
が
乗
り
上
げ
て
い
る
光
景

を
目
の
前
に
、
正
直
、
ど
こ
か
ら
手
を
付
け

て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
状
況
だ
っ
た
。

避
難
所
に
レ
ト
ル
ト
の
ご
飯
や
カ
ッ
プ
め
ん
、

豆
腐
を
届
け
た
ほ
か
、
も
ち
を
焼
い
て
ふ
る

ま
っ
た
と
こ
ろ
、
現
地
の
皆
さ
ん
に
大
変
喜

ば
れ
、『
避
難
所
の
生
活
は
大
変
で
す
が
、
み

ん
な
元
気
で
す
の
で
、
被
災
し
な
か
っ
た
地

域
の
か
た
ま
で
暗
い
気
持
ち
に
な
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
』
と
逆
に
励
ま
さ
れ
た
」
と
言
い

ま
す
。

　

支
援
物
資
と
と
も
に
、
金
井
さ
ん
が
運
ん

だ
皆
の
思
い
。
被
災
地
の
か
た
の
強
い
思
い
。

心
と
心
の
交
流
が
復
興
へ
の
力
と
な
る
で

し
ょ
う
。
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市
内
上か

の

町ま
ち

で
、
長
年
に
わ
た
り
た
ま

ね
ぎ
を
生
産
さ
れ
て
い
る
大だ

い

塔と
う

さ
ん
ご

夫
妻
。
9
月
下
旬
か
ら
10
月
に
植
え
つ

け
た
た
ま
ね
ぎ
は
、
今
月
か
ら
収
穫
時

期
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
年
育
て
る
た
ま
ね
ぎ
も
、
そ
の
年

毎
に
育
ち
方
が
違
い
ま
す
。
自
宅
近
く

の
畑
の
た
ま
ね
ぎ
と
、
じ
っ
く
り
つ
き

あ
い
、
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

　
た
ま
ね
ぎ
は
通
常
、
収
穫
後
約
1
か

月
間
、
風
を
当
て
て
乾
か
し
ま
す
が
、

収
穫
の
は
し
り
と
な
る「
新
た
ま
ね
ぎ
」

は
す
ぐ
に
出
荷
し
ま
す
。
辛
味
が
少
な

く
、
た
ま
ね
ぎ
の
甘
さ
と
香
り
、
み
ず

み
ず
し
さ
、
や
わ
ら
か
さ
を
味
わ
え
る

の
で
、
大
塔
さ
ん
も
「
新
た
ま
ね
ぎ
を

ス
ラ
イ
ス
し
て
、
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の

ご
家
族
で
楽
し
む

「
た
ま
ね
ぎ
オ
ー
ナ
ー
制
度
」

　
「
し
も
な
か
た
ま
ね
ぎ
」の
オ
ー
ナ
ー

に
な
り
、
秋
に
苗
を
定
植
し
、
春
に
自
分

で
収
穫
。
J
A
か
な
が
わ
西
湘
青
壮
年

部
下
中
支
部
が
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、

誰
で
も
お
い
し
い「
し
も
な
か
た
ま
ね
ぎ
」

を
収
穫
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
、「
た
ま

ね
ぎ
オ
ー
ナ
ー
」に
な
っ
て
、
ご
家
族
で
、

採
れ
た
て
の
「
し
も
な
か
た
ま
ね
ぎ
」を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 「
し
も
な
か
た
ま
ね
ぎ
」

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

J
A
か
な
が
わ
西
湘 

下
中
集
出
荷
場

☎
43-

4
7
4
9

● 「
た
ま
ね
ぎ
オ
ー
ナ
ー
制
度
」

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

J
A
か
な
が
わ
西
湘 

下
中
支
店

☎
43-

0
3
1
2

が
一
番
」と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
た
ま
ね
ぎ
の
名
産
地
と
し
て
知
ら
れ

る
下
中
地
区
。
約
1
0
0
戸
の
農
家
が

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
で
年
間
6
0
0

ト
ン
も
の「
し
も
な
か
た
ま
ね
ぎ
」を

生
産
し
て
い
ま
す
。
粘
土
質
の
大
地

と
有
機
質
な
牛
ふ
ん
堆
肥
が
、
甘
く

て
大
き
な
お
い
し
い
た
ま
ね
ぎ
を
育
み

ま
す
。

　
平
成
4
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
県
産

品
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
た
「
か
な
が

わ
ブ
ラ
ン
ド
」
に
も
登
録
さ
れ
て
い
て
、

市
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。
和
・
洋
・
中
、
ど
ん
な
料
理
に

も
欠
か
せ
な
い
、
地
元
で
作
ら
れ
る
お

い
し
い
た
ま
ね
ぎ
は
、
小
田
原
自
慢
の

逸
品
で
す
。

シャキシャキ!!
「オニオンスライス」
のすすめ

　スライサーや包丁で新た
まねぎを薄くスライスし、水
にさらさずそのままいただき
ましょう。時間をおくと、さ
らに甘みが増していきます。
かつお節としょうゆをかけた
り、サラダに添えたり。たま
ねぎの甘みと辛みを楽しみま
しょう。また酢漬けにすれば、
冷蔵庫で保存もでき、さっぱ
りといただくことができます。

大
だい

塔
とう

 久
ひさし

さん、クメ子さんご夫妻

おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

り
、日
本
の
医
療
の
力
に
な
り
た
い
」と
言
い
ま
す
。

　
作
業
療
法
士
と
な
っ
た
森
さ
ん
は
、
震
災
前

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
さ
れ
て
い
た
か
た
な
ど
の
こ

と
を
心
配
し
、「
で
き
る
だ
け
早
く
環
境
が
整

う
と
よ
い
が
、ど
う
い
う
状
況
で
も
、少
し
で
も
、

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
、
精
神
的
な

フ
ォ
ロ
ー
も
大
切
。
お
か
れ
た
環
境
の
中
で
最

善
を
見
つ
け
る
の
は
、
医
療
に
携
わ
る
上
で
大

切
な
心
構
え
だ
」と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
と
な
っ
た
鈴
木
さ
ん
は
、「
被
災
地

の
入
院
患
者
や
、在
宅
療
養
中
の
か
た
が
困
っ

て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
に
、そ
う
い
っ
た

か
た
を
守
る
た
め
に
、
電
源
が
確

保
で
き
る
環
境
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
、

ご
近
所
の
助
け
合
い
な
ど
の
ソ
フ

ト
の
面
の
両
方
が
必
要
だ
と
い
う
、

教
科
書
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
目

の
当
た
り
に
し
た
」そ
う
で
す
。

　
被
災
者
の
か
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
は
じ
め
、あ
ら
ゆ
る
人
と
手
を

携
え
、苦
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
姿
は
、医
療
の
現
場
で
、患
者
を

チ
ー
ム
で
支
え
、患
者
と
ス
タ
ッ
フ

が
共
に
病
気
を
克
服
す
る
、3
人
が

目
指
し
て
い
く
姿
と
重
な
り
ま
す
。

　
医
療
に
携
わ
る
一
人
と
し
て
自

分
に
何
が
で
き
る
の
か
。
社
会
へ

の
一
歩
を
踏
み
出
す
、
そ
の
直
前

に
起
こ
っ
た
未み

曾ぞ

有う

の
大
震
災
は
、

3
人
の
胸
に
誓
い
と
責
任
を
刻
み
、

そ
の
力
が
日
本
の
医
療
を
強
く
支

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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毎月1日発行
No. 1034

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

新連載

　
扇
町
5
丁
目
に
あ
る
伊
豆
箱
根

鉄
道
大
雄
山
線
の
駅
。
小
田
原
駅

か
ら
出
発
し
て
3
つ
目
の
駅
で
あ
り
、

上
り
と
下
り
の
列
車
の
待
ち
合

わ
せ
が
行
わ
れ
る
最
初
の
駅
で
す
。

　
駅
舎
は
、
1
9
8
9
年
に
改
築

さ
れ
、
4
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の

1
階
部
分
に
あ
り
ま
す
。
入
口

の
壁
に
は「
5
0
0 

R
A
K
A
N 

S
T
A
T
I
O
N
」と
数
字
と
ロ
ー

マ
字
で
駅
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
駅
の
西
側
に
あ
る
徒
歩
3
分
程

の
と
こ
ろ
に
あ
る
、 “
五
百
羅
漢
”

と
呼
ば
れ
る「
玉ぎ

ょ
く

宝ほ
う

寺じ

」
が
駅
名

の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
玉
宝
寺
」は
、
小
田
原
北
条
氏

の
家
臣
垪は

和が

伊い

予よ

守の
か
み

に
よ
っ
て

天
文
3（
1
5
3
4
）年
に
建
立
さ

れ
た
、
曹
洞
宗
の
お
寺
で
す
。
本

堂
に
所
狭
し
と
並
ぶ
、
高
さ
24
〜

60
セ
ン
チ
の
5
2
6
体
の
羅ら

漢か
ん

像

が
壮
観
で
す
。
昭
和
53
年
に
市
指

定
文
化
財
に
も
登
録
さ
れ
、
一
般

の
か
た
も
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
そ
の
隣
に
あ
る
「
五
百
羅
漢
保

育
園
」。
子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ

く
遊
ぶ
園
庭
に
は
洞
穴
が
2
つ
。

子
ど
も
た
ち
お
気
に
入
り
の
隠
れ

家
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
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